
　　　　
　　　　

　　　弊社ではグリーンシーズの嬬恋村、岩手県産キャベツを中心に各地のキャベツ・レタス類・白菜・ジャガイモ
その他の野菜を、主に業務用として販売しております。勿論、農薬、化学肥料の使用を抑え健全に生育した農家
さんこだわり野菜たちです。化学肥料の使用を抑え、高品質な有機質肥料を使用して栽培することにより病気や
害虫に対する抵抗力がつきます。結果として農薬使用量を極力抑えて栽培した野菜を安定的に供給することが可
能となります。
　これからも契約農家様と協力し安定的に『美味しく・安心・安全な』野菜をお届けできることをお約束いたします。

販売の担当
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　一般的な栽培では、化学肥料や動物の糞尿堆肥の多用により病気や害虫が多発し健全な生育が困難になり、結果
として農薬に頼ることになります。しかし私たちは『美味しく・安心・安全』な農作物を作るため肥料として動植物を9種
類以上タブレット状にしたものを使用しております。内容はグアノ・魚粕・カニ殻・大豆粕・菜種粕・海藻粉等です。
各種栄養素は基よりアミノ酸7種以上、ミネラル3種以上というように高レベルにバランスよく含まれています。この様な
有機質肥料で栽培すると土壌が健全に肥え、そこに育つ作物も健全に育ち病気や害虫に対する抵抗力がつきます。
結果的に農薬の使用量を最小限に抑えて栽培することが可能となります。
　我々は、『美味しく・安心・安全な農作物』を生産、販売しております。

・土壌診断の実施
　　　　土壌の健康状態を的確にチェックし、処方箋を作成します。
・土壌改良剤の堆肥
　　　　堆肥・有機質１００％改良剤を診断に基づき畑全体に施用し、続いて三要素が１００％
　　　　の有機質の肥料を元肥用として植付畝に条蒔きします。

・健康に育てた苗を丁寧に植え込みます。そして、病害虫を少なくしつつさらに農薬を減らす
　為に植え込み本数を少なくして株間を広くとります。

・圃場の見回りを行い、病害虫に注意を払い早期対応により農薬を最小使用量に抑えます。
　また、生産者間での栽培情報交換も常時行います。

・元肥中心の施肥設計なので追肥は予定しておりませんが、気象条件等から必要が生じた
　場合に限り、アミノ酸中心の有機液肥を葉面散布します。特に後期（収穫前）の追肥は硝
　酸態窒素の含有量を高くする傾向があるので可能な限り避けていきます。

・糖度のチェック
　　　　５．５～６．５の糖度を目標に栽培管理し、出荷直前に糖度計により計測します。
・硝酸態窒素の測定
　　　人体に有害といわれ、青果物の食味の劣化に関係の深い硝酸態窒素含有量を化学
　　　肥料栽培の５０％以下にするという管理目標を置いて出荷直前まで厳しい検査を行います。
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